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中西勝｢花こぼれて」

☆第24回井植文化賞発表

☆住宅特集

ＫＯＢＥに住まうエレガントライフ
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暑中お見舞い申し上げます

誠に勝手ながら、８月14日(月)～16日(水)はお休みさせていただいております。

砂ＥＡＲＬＣＯＭＭＬＩＮ１ＣＡＴＩＯＮ

Ｋ－
ｌ(iDo8bi1a

PGaFl
パールサロン神戸

神戸市中央区山本通1富7-7(北野坂I
TELO78-221-3170

FAX､078-221-9427
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神戸市元町2丁目TEL､078(331)5761

JＥＷＥＬＲＹ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



オペル・ヴイータスウイング１．２１６Ｖ
本体価格159万円

リング/￥19.000イヤリング/￥20‘０００ペンダント／￥１２，０００

｢タヒチグラスアートシリーズ｣は､｢TpeAKIPeopIe｣のみの取り扱い商品で説
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神戸･垂水の｢ポルトバザール-1に田崎真珠のアウトレット

ショップrTASAKlPeopIe｣がオープンいたしました。

オープン記念ジュエリーとして､タヒチの海で育まれた

黒蝶真珠を使用した「タヒチグラスアートシリーズ｣を

お届けいたします。

〃、
刃ASAfKlglLllN3U ､＝ノ

［本社］神戸市中央区港島中町6-3-2ＴＥＬ.Ｏ78-302-3321

［ＴＡＳＡＫｌＰｅｏｐｌｅ］神戸市垂水区海岸通12-2

ポルトパザールファクトリーアウトレッツイースト4010TELO78-708-0288

www‘ｔａｓａｋｉ，ＣＯ・Ｊｐ

[タヒチグラスアートシリーズ］

鶴

ｇｏ鴫卿鯉yｓ

ヤナセ私たちヤナセ神戸支店のスタッフが

創立B5周年おすすめする輸入車選をラインナップ！
サーブ9-52.3tエステート本体価格468万円メルセデス・ベンツＡ160本体価格270万円

株式会社ヤナセ神戸支店東灘ショウルーム

神戸市東灘区本山南町7-8-26

恋078-453-.1171

石田美和（オペルショールーム受付）

小さいながら、ボリュームのある硬気なデザイン

は、ドイツ車独特のもの。乗り味はちょっと硬め

でグングン飛ばしてもしっかりついてきてくれる

安心感がグッド。オペルは国産感覚で乗れる輸入

車の第一人者。

難波年百美（ベンツショールーム受付）

十分コンパクトカーとは思えない垂侵感・ベンツ

特有のドアの閉まり音、発走時のグヮンと押し出

される感覚、クルクル回る取りまわしのよさ。ワ

ンランク上のコンパクト、ステイタスを担う方に

は絶対おすすめ。

森井裕雄（営業担当）

スウェーデンの航空機メーカーから生まれた、

伝統の車サーブ。フラットなフロアや側面、カ

ーゴレール、流暢なポディデザイン、安全性を

追及したセイフテイ一･･･．アクティブで快適な

カーライフを実現します。

つ
ス

ホデイーサイスの常議を

砧ったコンパクトカー

篭
雨
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デジタルホームシアター｡ここには､先進のデジタル機能が結集していま式

三洋砿機｢VIZON｣のホームページhttp://www・sanyo・ＣＯ.』p/AWVIZON/index,htm三洋電機株式会社／三洋ライフエレクトロニクス株式会社
･本体標準価格には､消費税､配送費､配線据えつけの部材及び工凄､使用済みの商品の引き取り等は､含まれておりません｡◎ご使用の際は､必ず｢取扱脱明書｣をよくお院みのうえ正しくお使いください。

Ｓ は
じ
ま
る
。
は
じ
め
る
。

哩
月
１
日
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
本
放
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

三
洋
竃
機
の
「
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ
」
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
内
蔵
し
た
詑
型
大
画
面
。

高
精
細
な
映
像
と
リ
ア
ル
な
音
響
が
っ
く
り
出
す
、
か
つ
て
な
い
臨
場
感
。

ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
は
じ
ま
り
で
す
。

※
実
験
放
送
は
２
０
０
０
年
６
月
別
日
か
ら
間
始
し
て
い
ま
す
。

人と｡地球が大好きです

●ＤＶＤビデオプレーヤー内臓により､タイトル数が充

実してきたDVDも気軽に鑑賛｡話題の映画などもデ

ジタル高品質でお楽しみいただけます｡●現行放送

もさらに美しく･新開発のハイ･プログレッシプ回路が

画像のチラつきを抑え､スポーツ番組など動きの激し

いシーンもよりリアルに再現します。

HVC･36DZ1(Ｍ)概準価柊570,000円(税別)(リモコン付）

ｼステムラツク（別亮）KA-TD今38ＤＺ(Ｍ)種準価格80‘０００円(税別)合計価格650‘０００円(税別）
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デジタルホームシアター誕生｡三洋電機が､またひとつ未来を。国

竜一

富.'９;Ｉ
Ｄデ

一プン価枯の商品は槻皿価絡を定めていません｡）

３６型ＢＳデジタルハイビジョンテレビ

ＶＩＺＯＮ

⑪新開発の7スピーカーシステム
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●画面の中の人物と実I環に目が

合うような感覚｡そばで話すように

聞こえるセリフ。まるでその場に居

るような迫真のﾘｱﾘﾃｨを生み出

すデジタルハイビジョンならではの

高WW細画像と5.1chのデジタルサ

ラウンド音癖空間。三洋砥概の

3チップ栂成

いただけますbまた､Ｄ3端子付きテレビと簡単接続。

高画賀映像を再現できます。

BSデジタルﾊｲジｮﾝチューナーＴＵ･DT1オープン価格(オ

多彩なﾃ宅ﾀ放送が楽しめるBSデジタルハイビジョンﾁｭー ﾅー ､９月発売。
●ＢＳデジタルハイビジョン放送やＢＳラジオ放送に加え､ＢＳデータ放送もお楽しみ

鐘Ｉ

LSI技術が可能にした､デジタルホームシアクーです｡また､砥子

番組方ｲドや字緋放送に対応し､より一層テレビの新しい楽しみ

方を別造します。(ヂｰﾀ放送サービスには対応しておりません｡）
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〈
来
年
再
来
年

も
っ
と
先
の
真
夏
の
海
で

こ
ん
な
入
道
雲
こ
ん
な
ヨ
ッ
ト

こ
ん
な
海
を
見
た
と
き

中
に
私
が
必
ず
い
る
か
ら

大
き
な
声
で
呼
ん
で
下
さ
い
〉

約
束
以
倉
紘
平

書
棚
の
愛
読
害
に
挟
ん
で
あ
る
暑
中
見
舞
状

二
本
マ
ス
ト
に
五
枚
帆
の
ヨ
ッ
ト

鉛
筆
で
画
か
れ
た
背
高
大
入
道
に

幼
さ
の
残
る
文
字
で
即
興
詩
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る

1５
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！

ぼ
く
は
こ
の
絵
葉
書
の
即
興
詩

〈
中
に
私
が
必
ず
い
る
か
ら
〉
と
い
う
言
葉
を

そ
の
後
の
女
の
ど
ん
な
現
実
よ
り
も
信
じ
て
い
る

ポエム

p◎ejne
ヨウベ

ｋ◎ｈｅ
脚
率
●
明

昭
和
四
十
四
年
八
月
三
日
女
生
徒
名
の
署
名
が
あ
る

宛
名
に
は
妻
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る

昔
中
学
生
を
教
え
た
彼
女
の
教
え
子
の
一
人
ら
し
い

二
十
年
以
上
も
前
の
印
象
は
も
う
薄
れ
て
い
る
様
子
だ

写
真
／
小
山
保
一
『
Ｑ
ョ
○
厘
六
○
く
ロ
ョ
０

７

ぼ
く
は
沖
に
出
て
い
く
ヨ
ッ
ト
に
大
き
な
、
大
き
な
声
で
叫
ぶ

す
る
と
日
焼
け
し
た
顔
に
白
い
歯
を
み
せ

ち
ぎ
れ
る
よ
う
に
手
を
ふ
る
少
女
の
姿
が
見
え
る
の
で
あ
る
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一花と人と街と－

第８回岩洲幸子

nativewedding
フレーム制作：森野茂夫

'5ベィシティバンクかんしん”

は「共感・対話・信頼」を企業理

念として、地域の文化・芸術の育

成に努めております。

この“かんしんストリートギャ

ラリー'’も芸術の香りをほのかに

漂わせたアートスポットとして、

本年は「花と人と街と」と題した

シリーズで様々な作品を紹介して

まいります。

３

いわぶちさちこ

ぐイラストレーター＞

神戸市垂水反右佳

生きていると、楽しい事、苦しい事、

理不尽な事、いい人、悪い人、弱い自

分、いろんな事にぶち当たります。生

きている限り、私は、それらをありの

ままに受け入れて、作品を創り続けて

いきたいと思います。

大切な人達に感謝を込めて。Schiko

章
隼厩新道に面したストリートギャラリー

ふれあいウェーフーベイシティバンク

関西西宮信用金庫
神戸市中央区下山手逓2丁目12-3〒650里0011

PHONE（078）332-5151磯〕Ｆａｘ（O7B>333.98脚
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KOBECCO
月刊神戸っ子B月号

N9471
ＡＵＧＵＳＴ２０００

これは神戸を愛する人々の雑誌です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です

表紙／中西勝「花こぼれて」

２Ｓ

住宅特集
KOBEに住まうｴﾚガﾝﾄﾗｲﾌ
神戸のアーパンデザイン<B〉武田則明

神戸のモダーンリビング<B＞有村桂子

罰巳

第三４回井植文化賞発表
文化芸術科学技術社会福祉

地域活動報道出版国際交流

tａＩｋ

２２

小室豊允《夢対談》

｢田園工場交響詩」

岩田弘三小室豊允

ｓｅｒＩｅｓ

７Ｏ

ミステリーグルメ神戸篇くＳ＞

｢ＯＮＥＤＡＹＬｌＬＹ」ウドノ葉生子

７４

竹久夢二四つの恋のものがたりく１５＞

｢お葉出産の謎。死産？」中右瑛

ＢＢ

新連載小説

異端の書燕く２＞中谷衣里

卿

ＳｅｒｐｅＳ

６ポエムドコウベ「約束」以倉紘平写真／小山保

１１セカンドカバー

「2000CoIlaborationArtManufesto」嶋本昭三

１２ＫＯBECCO2000陳豊春／吉田早夜華

１４コウベスナップ

１６ある集い国際ソロプチミスト神戸／K~DReams

l8神戸新百景「水族園はハイカラ」鮫島叡

２０神戸のお嬢さん上原万由子／藤原みえ

５５おなじみプロフェッサーPの研究室岡田淳

５６私の意見

「嬉しい50年皆さん禄堆う！」妹尾美智子

５８神戸を福祉の街に

「施設の子どもたちの暮らしをよりよくするための規準ができました」

６６はるにやんのＨＹＯＧＯＷＡＬＫ

「|｢スポーツクラブ21ひょうご』の推進について」山田弘

7６亀井一成のズームインズー

「イルカもオルカ（シャチ）も哨乳動物、サメは魚なんだ」

７８有馬歳事記「人と出逢える街・有馬く9＞」森正人

８０ぴっと。いん

「パーフイチョシベリ」「味路家」「俵屋」「サウェスタン」

８１中村友一の味な街「シェ・ローズ」

８２もだかる0008

84ポケットジャーナル

９０海船港

「『ぱしふいつくぴいなす』で行く田崎真珠2000年記念クルーズ」

9２啓介いろは歌「保久良神社いろは歌」今井啓介

９３神戸っ子倶楽部通信／愛読者プレゼント

９４北野大散歩「CafeLiangJia」「ギャラリー北野坂」

９６神戸百店会「レスポワール」「エスカーレ」

９８神戸うまいもん＆ドリンキング「和黒｣｢テイファーナ」

カメラ／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男森田篤志
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神戸ｼｬﾂ

懲
一

伊弓晩

灘騰
雲窒 沖沖沖

伽鵬伽鵬

ぷ
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議蝋

;鯉爵Ｉ

★選りすぐった一点を…

Sanohe
神戸市中央区元町通2丁目5-11TEL､321-1710

☆よろず御槻衣縮上歳

神戸ｼｬﾂ
神戸市中央Ｆ三富町3丁目1-6TEL331-2168

こだわりと最高の着心地を提供する

神戸シャツのオーダーメイドシャツ。

「クロネコマーク」が信頼の証です。

ＥＸＣＦｍ』F１ＮＴＳＨＯＰ

☆婦人帽子

、§噸、いうく。、､Q〈、
マ髪シシ

神戸市中央区北長狭通2丁目6-.13(トアロード）
TEL､331-6711全国有名百貨店婦人桓子売塙

☆神戸唯一のボルポネーゼトータルブティック

神戸市中央区元町通3.2-18
ポルボ店TEL,391-0014

ビアンコ・ドンナ店TEL,391.4601

(クーカイ店）

☆伝わる真どころ最高の風格

手づくり

お眺え紳士服

卿蕊咽治,6年③蕊柴田音吉商店
本店神戸元町本通4丁目アーケード南TEL341-1161
J厩可店東京帝国ホテル本随アーケード内TEL､350”973
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図馬電

"ﾘ"〃

嶋本昭三氏を中心に、３月１１日にフランス、ディジョンにてコラポレーションによるパフォーマンスが行われた。

その内容は「時の記録（2000年１月１日の記録）と題し、世界より集めた2000年１月１日の新聞約140紙、世界のメイルアー

ティストから送られた１月１日の新聞を使用した作品約160紙を麻紐で繋ぎあわせることにより地球をイメージしたキャンバ

スを制作。その上で熱気球を用いて上空20ｍより、新たな1000年に、また２１世紀へ「平和」という願いを込めた５色の絵の

具を投下しコラポレーションにより作品を制作した。上の写真は、このプロジェクト実行に際し、終始同行した国際的なフ

ォトグラファーBenSimmons氏の撮影によるものである。

※スペースの関係で、今回は全25枚の写真のうち6枚を紹介します

2000CollaborationArtManufesto

嶋本昭三くアーティスト〉

●ＳｅｃｏｎｄＣｏｖｅｒ８月

Ｆ
Ｆ
ｆ

謡、

鍵

謡、

鍵

1１

"ﾘ"〃

露

‐、
字、

』』

§謡！ 慰霊菖璽一瞥篭筆慰霊菖璽一瞥篭筆
廿全L-廿全L-

蕊Ｉ蕊Ｉ『蜂

Ｆ

ヂ■

Ｆ

ヂ■

．亀』/麹鞭…

曇感建言
・・恐

」

ＩＮｉｎ－‐

､霞、”､霞、”

」

ＩＮｉｎ－‐
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一

〃
肝
ル
ー
簿

先
天
性
の
視
力
障
害
で
、
中
学
よ
り
神
戸
市
立

．
Ｉ
が
ら
畳
Ｉ
｜

資
蛾
調
．
、

一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
弓
“
『
肥
Ｌ
戸
剖

■

。』＆．

尚
蛾
圭
ロー凸

・
鋤
可
『
．
》
．

薄
鋼
Ｔ
悪 蕊 計・KOBECCO

２０００

壁－熊&鱈､1.吾

捗､雫
f勺

「
（
撮
影
す
る
な
ら
）
こ
ん
な
頭
に
す
る
ん
じ
や
な
旭

か
つ
た
あ
」
。
あ
ど
け
な
さ
の
残
る
笑
顔
で
、
坊
主

頭
を
何
度
も
な
で
た
。
，
鉛
年
フ
エ
ス
ピ
ッ
ク
バ
ン
コ

ク
大
会
の
自
由
形
印
、
・
１
０
０
ｍ
で
銀
メ
ダ
ル

を
、
２
０
０
ｍ
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
泳
ぎ
が

シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
た
。
台
湾
国
籍
の
た
め
台
湾
代
表
と
し
て

の
出
場
だ
が
、
中
央
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
〃
神
戸

っ
子
〃
だ
。
水
泳
歴
わ
ず
か
２
年
で
世
界
の
レ
ベ

ル
に
達
す
る
と
い
う
、
驚
く
べ
き
成
長
を
見
せ
る
。

‐ａ一ド

‘．ｙ
顧函燕ゥ

日
』

Ｌ
』
戸

陳 豊春

ロ

盲
学
校
に
通
う
。
高
校
に
入
っ
た
頃
、
わ
ず
か
に

見
え
て
い
た
右
目
の
視
力
が
急
激
に
衰
え
た
こ
と

が
泳
ぎ
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
「
あ
と
数
年

で
見
え
な
く
な
る
っ
て
覚
悟
し
た
ら
、
何
か
し
と

き
た
い
っ
て
思
っ
た
」
。
現
在
は
専
門
学
校
を
休
学

し
、
「
楽
泳
会
」
と
い
う
団
体
で
大
会
に
向
け
朝
晩

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
「
水
泳
は
特
に

メ
ン
タ
ル
な
部
分
が
筋
肉
に
影
響
す
る
。
周
り
の

人
た
ち
に
楽
し
く
泳
が
せ
て
も
ら
っ
て
る
か
ら
、

記
録
が
伸
び
て
い
る
ん
だ
と
思
う
」

昼
間
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
必
要
な
栄
養
学
や
将

来
ス
ポ
ー
ツ
誠
灸
師
に
な
る
た
め
の
勉
強
、
と
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
「
障
害
は
消
せ
な
い
。

だ
か
ら
、
自
分
自
身
に
た
く
さ
ん
の
知
識
や
技
術

を
重
ね
て
カ
バ
ー
す
る
。
不
可
能
っ
て
言
わ
れ
て

も
可
能
に
し
て
き
た
過
去
の
自
分
、
可
能
に
し
た

い
と
思
え
る
自
分
の
性
格
が
好
き
」

シ
ド
ニ
ー
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
ね

月
把
日
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
。
ま
も

な
く
調
整
の
た
め
台
湾
へ
。
「
何
が
な
ん
で
も
勝
ち

た
い
。
こ
ん
な
に
も
執
着
心
が
湧
い
て
き
た
っ
て

こ
と
は
ぼ
く
も
選
手
ら
し
く
な
っ
て
き
た
の
か
な
」

ヨ

厨

‐

トアロードで撮影／犀Ｈ謡ｈ

紺

,１
１

不
可
能
を
可
能
に
す
る
力

１１Ｆ

Ｊ
１

ｉ

』
『

Ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ Feng-chunChen

(墓席裏潟麓ﾂｸ競技大会）

』
『
』

』

Ｉ
｣

．Ｗ少

,.色で

画ムー南１、｢
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吉田「早夜華

３■■bd｢‐KOBECCO
「■

２０００､'竺’

１
Ｊ

SﾋﾘﾉﾛkqYbshjdq

<ﾗ秀>諺ﾗｼｱﾀー神戸所属）

小
柄
な
体
に
丸
い
顔
。
そ
の
表
情
の
豊
か
さ
に

つ
い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
平
成
村
年
度
「
坂

井
時
忠
音
楽
賞
」
を
受
賞
し
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の

吉
田
早
夜
華
さ
ん
。
大
阪
音
楽
大
学
学
部
専
攻
科

を
修
了
後
、
地
元
西
宮
の
ニ
ュ
ー
・
オ
ペ
ラ
シ
ア

タ
ー
神
戸
に
所
属
し
た
。
初
主
演
の
『
ア
マ
ー
ル

と
三
人
の
王
様
』
以
来
相
年
に
わ
た
り
全
公
演
で

主
役
を
演
じ
続
け
て
き
た
実
力
派
だ
。
「
声
楽
は
自

分
が
楽
器
。
役
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
心
の
奥
深
い

も
の
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
経
験
が
顔
を
出

し
て
く
る
」

２
歳
の
頃
、
や
か
ん
の
湯
を
全
身
に
あ
び
３
日

間
生
死
の
間
を
さ
迷
っ
た
。
今
も
残
る
火
傷
の
跡

は
心
に
も
大
き
な
傷
を
残
す
。
〃
野
口
英
世
〃
が

愛
読
書
だ
っ
た
と
い
う
少
女
の
頃
、
「
い
つ
も
〃
あ

た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
自
分
〃
を
感
じ
て
い
た
か
ら
、

ち
っ
ち
ゃ
な
こ
と
に
感
激
し
た
り
、
人
の
痛
み
が

わ
か
る
の
か
も
し
れ
な
ど
。
人
間
の
本
質
を
掘
り

下
げ
る
深
い
洞
察
力
と
表
現
力
か
ら
生
ま
れ
た
歌

声
は
聞
く
人
の
心
に
深
く
響
く
。

平
成
８
年
に
日
本
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
「
夕
鶴
」

（
日
生
劇
場
オ
ペ
ラ
教
室
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
公
演
）

で
作
曲
家
国
伊
玖
磨
氏
指
揮
の
も
と
主
役
の
つ
う

を
演
じ
た
。
さ
ら
に
昨
年
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
ヴ
ィ

ア
市
と
マ
チ
エ
ラ
ー
タ
市
の
公
演
で
同
役
を
演
じ

た
こ
と
が
大
き
な
転
機
と
な
る
。
「
劇
場
の
空
気
と

体
が
ひ
と
つ
に
溶
け
合
っ
て
、
観
客
の
感
動
が
循

環
し
て
は
ね
返
っ
て
く
る
ん
で
す
」
。
排
他
的
な
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
オ
ペ
ラ
界
に
壁
を
感
じ
て
い
た
だ
け
に

〃
日
本
人
が
堂
々
と
演
じ
ら
れ
る
役
〃
つ
う
に
会

え
た
こ
と
は
運
命
だ
っ
た
と
い
う
。
「
今
、
つ
う
を

演
じ
る
第
一
人
者
に
な
る
の
が
夢
」
旭

武庫川にて撮影／米田英男

心
で
奏
で
る
楽
器
と
な
っ
て
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顔
塑
回

コウベズナッブ

↑花柳呂月師の県功労者買受寅を祝う

兵庫県より長年にわたる舞踊家としての功績をたたえ、県功労者賞を受賞さ

れた呂月師。６月18日ホテルオークラ神戸にてお祝いの会が開かれた。９６歳
でますます盛ん

曹窪塁

ｳ

>;；

Ｕ聖ｑ

、．』Ｎ

種べ

里ﾛゴ

雪
誰
《

、串

や｡

■Ｗｊ

↑
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
作
些
員
２
０
０
０
授
買
式

神
奈
川
県
「
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
」
、
静
岡
県
「
（
財
）
浜
松
交
響
楽
団
」
、

島
根
県
「
波
佐
文
化
協
会
」
、
愛
媛
県
「
高
畠
華
背
大
正
ロ
マ
ン
館
」
、
高

知
県
「
土
佐
絵
金
歌
舞
伎
伝
承
会
」
が
受
賞
。
６
月
麺
日
大
阪
全
日
空

ホ
テ
ル
に
て
授
賞
式

､巴

鍵
；亘＝

↑田崎俊作氏・勲三等瑞宝章叙卿を祝う

社団法人日本真珠振興会会長の田崎俊作氏が､春の叙勲に際し勲三等瑞宝章の栄に輝いた。“真珠業界の光

栄,'と、６月29日ホテルオークラ神戸で祝賀会が開かれた

’,鐸~・Ｉｈａ
卜

閏箇｜
禰圃Ｉ
：Ｗ
勘鋤
瑠畷

璽議愈鰐

↓
南
京
町
招
福
祈
願
祭

一
里
泉
町
で
は
電
柱
を
な
く
し
、
道
路
の
修
復
を
行
っ
た
。
広
場
前
の

「
招
福
四
面
童
子
石
板
」
の
お
披
露
目
式
と
あ
わ
せ
て
、
６
月
把
日

招
福
無
毒
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た

↑
フ
オ
ー
ビ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
の
夜
に
酔
う

６
月
灯
日
、
元
町
商
店
街
カ
フ
ェ
「
菖
屋
宗
兵
衛
」
で
中
村
新
太
郎

（
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ベ
ー
ス
）
、
橋
詰
泰
雄
（
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
）
、

増
田
ま
さ
し
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
が

開
か
れ
た一
ヨ
訓
細
洲
鋸
哩
‐
”
〃
翰
繍
嘘
忍

-匙電些画&一一巳,
＝由

一家17軸

Iョ

一～

正
』

』

鞭鏡譲
唾可『

ワ
串
一

吋
晶
両 ≦＃

【
垂J舜侭ｆ－ 毎

氏

＝＝

●

霊 葬謬雲龍一一～息＝~－４
■■■■■

博

識

‘&

鴨

．
細
【
評

》

今
晩
秀
七

宛
、
・
耕
し

１
《〆
』
縄

３◎
「
Ｉ

Ｆ Ｆ両
Q

ロ Ｐ【１ Ｂ
ザ
沙
倫
剛
了

．
Ｆ
」

■日

Ｐ

塁

hO

講罫'埴

「
ず

■

淵

や
拝
一
『色

津
守

琴
｝
．

Ｗ
■戸

９
塑
一

贈
呈
式
・
記
念
バ
ー
一
万

彦
砂
財
画
淀
サ
ン
ト
リ
ー
文
化

雛

＃
ハ

、ｆ

雛！鳶

ハ

ー

篭
弓
削

－

－

、
１

Ｉ

全
》同

一
ｂ

亭
禿

ﾖ

６
月
劉
日
、
潜
水
艦
「
み
ち
し
ぉ
」
の
見
学
、
阪
神
基

地
隊
司
令
・
古
庄
海
将
補
の
公
演
の
あ
と
、
市
民
と
海

上
自
衛
隊
の
第
５
回
総
会
と
懇
親
会
が
開
か
れ
た

乗.』：三一一鯛臨
画

閑･Ｂ型

↑
第
５
回
市
民
と
海
卜
古
屋
醐
獣
の
集
い
開
く

一
一
宇
厚
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↑糸でんわでコミュニケーション

兵庫県立近代美術館「アート・ナウ」に出展中の紙コップアーティストＬＯＣＯさんのワークシ

ョップが、７月１日に。自分の写真つきのオリジナル紙コップを作り、参加者全員で糸でんわ。Ｌ
ＯＣＯさんのお父様はＮＴＴにお勤めという驚きの事実も発覚

識

γ~］

↓細川佳代子さんスペシャルオリンピックを語る

６月23日、細川佳代子さんが神戸婦人有権者連

盟の勉強会に講師として招かれ、スペシャルオ

リンピックの感動的なお話を

↓
嶋
本
昭
三
氏
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

報
告
「
国
際
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
協
今
己
を
設
立
し
た
嶋
本
昭
三
氏
（
右
）
。
ｎ
ｍ

６
月
聖
日
～
７
月
調
日
、
フ
ェ
リ
シ
モ
美
術
館
で
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
報
告
と
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
。
フ
ェ
リ
シ
モ

矢
崎
和
彦
社
長
（
左
）
と

函

少

＝！国ZH

Iiii
と

↑須磨水族園に「アマゾン館」オープン

地球最後の秘境とよばれるアマゾンに生息する魚類などを

展示するアマゾン館が､‘１人と豊かな自然”をテーマに、７

月７日オープン。日本初のチューブ型水中トンネルで頭上
を通過するピラルクにドキドキ
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錘

↑
神
明
倉
庫
が
Ｎ
・
Ｙ
風
に
変
身

７
月
７
日
七
夕
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
エ
リ
ア
に
、
但
量
別
に
建
造
さ
れ
た
神
明
倉
庫
の
建
物
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
変
身
。
吹
き
抜
け
の
１
階
に
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

ダ
イ
ニ
ン
グ
＆
カ
フ
ェ
バ
ー
「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」
が
、
３
階
に
は
高
見
（
株
）
が

「
ハ
ー
バ
ー
ト
ラ
イ
ズ
チ
ャ
ー
チ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
（
株
）
バ
ル
ニ
バ
ー
ビ

の
代
表
取
締
役
・
佐
藤
裕
久
氏
（
写
真
右
下
・
左
）
。
初
日
に
は
１
０
０
０
人
が
大
集
合

卿 ．Ｉ

蝋瀞爾

‘

↑花柳小三郎師、花柳寿応賞新人賞受賞

７月９日、ホテルオークラ神戸にて、日本舞踊家・花柳小三郎師が日本舞踊協

会から受けた寿応賞新人賞受賞を祝う会が開かれ、約250人が集った
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いっそう地道な奉仕を願う
く国際ソロプチミスト神戸〉
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凶
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認
証
三
十
周
年
を
迎
え
た
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
神
戸
帽

（
佐
伯
陽
子
会
長
、
会
員
数
五
十
三
名
）
で
は
、
去
る
六
月
二

十
六
日
（
月
）
午
前
十
一
時
よ
り
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
三
十
周
年
の
式
典
、
祝
宴
が
行
わ
れ
、
姉
妹
ク

ラ
ブ
な
ど
か
ら
の
約
二
百
五
十
人
と
と
も
に
三
十
周
年
の
節

目
を
お
祝
い
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
と
は
、
管
理
職
に
つ
い
て
い
る
女

性
や
、
職
業
・
専
門
職
を
も
つ
女
性
た
ち
で
国
際
的
に
組
織

さ
れ
て
い
る
奉
仕
団
体
で
、
各
地
域
に
奉
仕
の
た
め
の
ク
ラ

ブ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
一
九
七
○
年
六
月

に
兵
庫
ク
ラ
ブ
と
し
て
日
本
で
四
番
目
に
発
足
し
て
い
る
。

地
域
に
奉
仕
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
に
組
ま
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
、
ま
た
、
女
性
の
地
位
向
上
の
為
や
国

際
理
解
と
世
界
友
好
に
貢
献
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
兵
庫
県
に
訪
問
入
浴

車
、
神
戸
市
に
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
二
台
な
ど
を
六
か
所
に
寄

付
・
寄
贈
し
た
ほ
か
、
建
築
家
で
あ
る
安
藤
忠
雄
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。
祝
宴
で
は
、
三
十
年
の
歩
み
の
な
か
で
の
思

い
出
や
、
印
象
深
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
数
々
を
、
他
ク
ラ
ブ

の
ご
縁
の
深
い
方
々
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
変
革
し
て

い
く
社
会
福
祉
情
勢
の
な
か
で
、
今
後
二
十
一
世
紀
に
む
け

て
、
よ
り
一
層
地
道
な
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
、

出
席
者
一
同
願
い
、
感
謝
の
う
ち
に
散
会
し
た
。

〈
広
報
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長
宮
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テ
ル
子
〉
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／
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神戸｢人･街･夢」
復興プロジェクトチーム
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画

陸謹:蟻

’

両

騨
１

曇昏
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哀
寺
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『
詩
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灘
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一
宅

１
．
川
忽

そ
れ
に
し
て
も
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
は
と
ん
で
も
な
い
目

標
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。

「
神
戸
に
百
万
人
、
人
を
呼
ぶ
」

け
れ
ど
も
私
達
は
、
大
真
面
目
な
の
で
す
。

今
年
三
月
、
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
は
、
自
分
達
か
ら
神
戸

を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
申
請
中
、
二
十
代
、
三
十

代
の
元
気
な
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
神
戸
の
ビ
タ
ミ
ン
と
な

る
べ
く
始
動
し
ま
し
た
。

Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
で
は
「
２
０
０
１
計
画
」
と
し
て
、

新
世
紀
を
迎
え
る
来
年
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

フ
ラ
ィ
ト
シ
ョ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
神
戸
で
開
催
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
ラ
イ
ブ
や
講
演
会

を
催
し
、
好
評
を
博
し
、
今
後
も
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
盆

踊
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
役
員

ウ
ー
フ
ァ
ン

の
伍
芳
の
古
筆
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
今
年
中
に
企
画
し
て
い
ま

す
。
五
年
前
、
神
戸
は
突
然
そ
の
大
地
か
ら
強
烈
な
試
練
を
課

さ
れ
ま
し
た
。
街
は
瓦
喋
と
炎
と
粉
塵
に
包
ま
れ
変
貌
し
た

け
れ
ど
も
、
私
達
の
心
は
決
し
て
神
戸
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
試
練
を
経
て
な
お
前
向
き
な
神
戸
に
生
き
る
私
達
だ
か

ら
こ
そ
、
必
ず
や
何
ら
か
の
形
で
神
戸
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
神
戸
の
街
の
、
力
に
な
り
た
い
。
そ
う
思
っ
た

ら
ぜ
ひ
、
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
二
十
一
世
紀
の
神
戸
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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そ
れ
に
し
て
も
Ｋ
～
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ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
は
と
ん
で
も
な
い
目

標
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。

「
神
戸
に
百
万
人
、
人
を
呼
ぶ
」

け
れ
ど
も
私
達
は
、
大
真
面
目
な
の
で
す
。

今
年
三
月
、
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
は
、
自
分
達
か
ら
神
戸

を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
。
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
申
請
中
、
二
十
代
、
三
十

代
の
元
気
な
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
神
戸
の
ビ
タ
ミ
ン
と
な

る
べ
く
始
動
し
ま
し
た
。

Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
で
は
「
２
０
０
１
計
画
」
と
し
て
、

新
世
紀
を
迎
え
る
来
年
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

フ
ラ
ィ
ト
シ
ョ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
神
戸
で
開
催
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
ラ
イ
ブ
や
講
演
会

を
催
し
、
好
評
を
博
し
、
今
後
も
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
盆

踊
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
役
員

ウ
ー
フ
ァ
ン

の
伍
芳
の
古
筆
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
今
年
中
に
企
画
し
て
い
ま

す
。
五
年
前
、
神
戸
は
突
然
そ
の
大
地
か
ら
強
烈
な
試
練
を
課

さ
れ
ま
し
た
。
街
は
瓦
喋
と
炎
と
粉
塵
に
包
ま
れ
変
貌
し
た

け
れ
ど
も
、
私
達
の
心
は
決
し
て
神
戸
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
試
練
を
経
て
な
お
前
向
き
な
神
戸
に
生
き
る
私
達
だ
か

ら
こ
そ
、
必
ず
や
何
ら
か
の
形
で
神
戸
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
神
戸
の
街
の
、
力
に
な
り
た
い
。
そ
う
思
っ
た

ら
ぜ
ひ
、
Ｋ
～
Ｄ
Ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｓ
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
二
十
一
世
紀
の
神
戸
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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．
グ
リ
ー
ン
ッ
リ
ポ
ア
ー
が
と
ぐ
．
ろ
を
巻
い
て
い
る
。

災墨

<18〉

水族園はハイカラ
鮫島叡

く神戸市立須磨海浜水族園園長〉

神
戸
は
ハ
イ
カ
ラ
が
似
合
う
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ぉ

菓
子
や
街
並
み
が
と
い
う
の
で
は
な
い
。
住
ん
で
い
る

人
々
の
心
が
ハ
イ
カ
ラ
な
の
で
あ
る
。
躍
動
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
原
動
力
は
神
戸
っ
子
の

心
意
気
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
生
活
と
遊
び
が
程
よ
く

溶
け
合
っ
て
街
を
つ
く
る
。
そ
れ
が
神
戸
の
風
景
を
醸

し
、
セ
ピ
ア
色
に
な
っ
て
も
心
に
残
る
も
の
を
創
り
出

し
て
い
く
。

水
族
館
も
例
外
で
は
な
い
。
神
戸
は
水
族
館
発
祥
の

地
で
あ
る
。
明
治
加
年
、
兵
庫
区
の
和
田
岬
に
日
本
で

初
め
て
水
族
館
が
建
設
さ
れ
た
。
明
治
維
新
に
続
く
富

国
強
兵
思
想
の
真
っ
只
中
、
魚
を
飼
育
し
そ
れ
を
見
て

楽
し
む
と
い
う
ハ
イ
カ
ラ
さ
に
さ
す
が
の
神
戸
っ
子
も

臆
っ
た
で
あ
ろ
う
。
水
族
館
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
出

し
た
の
も
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
犯
年
に
当
時
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
須

磨
水
族
館
が
で
き
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
こ
れ
を
取
り

壊
し
、
昭
和
銘
年
神
戸
開
港
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
、

現
在
の
須
磨
海
浜
水
族
園
が
誕
生
し
た
。
そ
の
規
模
の

大
き
さ
、
古
今
に
名
を
知
ら
れ
た
白
砂
青
松
の
地
、
須

磨
と
い
う
立
地
の
よ
さ
、
珍
獣
と
さ
れ
た
ラ
ッ
コ
や
イ

ル
カ
の
魅
力
、
園
内
の
上
品
な
演
出
と
ラ
ン
ド
ス
ヶ
ー

プ
な
ど
が
大
評
判
と
な
り
、
全
国
に
水
族
館
の
観
光
施

設
と
し
て
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
大
型
水
族
館
ブ
ー

ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
ま
た
〃
ア
マ
ゾ
ン
館
〃
が
完
成
し
た
。
生

命
の
不
思
議
と
共
生
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ア
マ
ゾ
ン
の

熱
帯
雨
林
と
そ
こ
に
楼
む
生
き
物
た
ち
の
息
吹
を
体
感

■さめしま・さとる

1940年鹿児島生まれ。1963年鹿児島大学水産学部卒業、神戸市職員として衛生監視業務に従事。1992年４月より現職。現在、卿神戸国際
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ヨ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
キ
も
い
る
。
ヤ
ド
ク
ガ
エ
ル
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
も
美
し
い
。

水
草
水
槽
や
ジ
オ
ラ
マ
水
槽
を
左
右
に
見
な
が
ら
緩

や
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
下
り
る
と
、
床
を
ガ
ラ
ス
張
り
に

し
た
日
本
初
の
チ
ュ
ー
ブ
型
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。
世
界

最
大
級
の
淡
水
魚
ピ
ラ
ル
ク
や
ジ
ャ
ウ
ー
、
ピ
ラ
ィ
ー

バ
ー
、
シ
ル
バ
ー
ア
ロ
ワ
ナ
な
ど
を
真
上
に
、
横
に
、

下
に
見
る
。
圧
巻
の
パ
ノ
ラ
マ
で
あ
る
。

地
球
最
後
の
聖
地
、
ア
マ
ゾ
ン
に
潜
む
多
種
多
様
な

生
き
物
た
ち
、
そ
こ
に
は
生
命
の
星
地
球
の
神
秘
が
あ

る
。
悠
久
の
時
を
生
き
続
け
た
古
代
魚
た
ち
は
、
私
た

ち
に
何
を
語
り
か
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。

し
て
も
ら
い
、
地
球
環
境
の
保
全
や
野
生
生
物
の
保
護

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

入
口
を
入
る
と
、
流
れ
る
癒
し
の
音
楽
に
つ
つ
ま
れ
、

南
米
イ
ン
カ
を
連
想
さ
せ
る
洞
穴
風
の
長
い
レ
ン
ガ
道

が
続
く
。
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
水
深
６
メ
ー
ト
ル
、
巾
９

メ
ー
ト
ル
の
大
水
槽
が
木
々
の
間
に
見
え
る
。
そ
こ
に

は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
巨
大

魚
た
ち
が
ゆ
っ
た
り
と
泳
ぐ
。
そ
の
水
底
に
は
ト
ン
ネ

ル
も
見
え
る
。

効
果
音
楽
が
森
林
の
朝
の
静
寂
か
ら
気
だ
る
い
昼
下

が
り
、
ス
コ
ー
ル
、
夕
暮
れ
の
ひ
と
時
を
奏
で
て
い
く
。

そ
れ
と
同
調
し
て
館
全
体
の
照
明
も
移
ろ
っ
て
い
く
。

ア
マ
ゾ
ン
の
雰
囲
気
の
中
、
擬
岩
、
擬
木
の
中
を
進
む

と
巨
大
な
ア
ナ
コ
ン
ダ
が
首
を
覗
か
せ
、
エ
メ
ラ
ル
ドシ
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〈
ア
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ン
シ
ス
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企
画
勤
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・
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ア
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ウ
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愛
く
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し
さ
あ
ふ
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る
明
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い
笑
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置夢

門

上
根
さ
ん
は
２
年
前
に
他
界

し
た
妻
・
植
草
富
士
子
の
話
し

方
教
室
の
最
後
の
生
徒
さ
ん
で

す
。
可
愛
い
子
が
い
る
か
ら
、

お
父
さ
ん
の
事
務
所
で
使
っ
て

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
、
現
在

の
彼
女
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
の
高
校
に
留
学
し
、
大
学
は

甲
南
大
学
文
学
部
に
学
び
ま
し

た
。
両
親
、
姉
、
兄
の
５
人
家
族
。

家
族
旅
行
、
お
い
し
い
も
の
の

食
べ
歩
き
、
末
っ
子
で
み
ん
な

に
甘
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ノ
ン
シ
ス
ト
企
画
で
の
仕

事
は
、
各
ホ
テ
ル
を
中
心
と
し

た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
派
遣
等
、
人
間
関
係
の
難
し

い
仕
事
。
持
ち
前
の
明
る
さ
で

テ
キ
パ
キ
と
さ
ば
い
て
い
ま

す
。
ゴ
ル
フ
の
練
習
も
始
め
、

囲
碁
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す

（
サ
ン
テ
レ
ビ
日
暇
日
午
前
８

時
出
演
中
）
。
ボ
ー
イ
フ
レ
ン

ド
の
有
無
は
？
で
す
。 風

,処

深江にて撮影／米田英男
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鱗

＝

神
戸
の
お
嬢
さ
ん

〃
意
外
な
〃
一
面
に
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

藤
原
み
え
さ
ん
〈
サ
ン
テ
レ
ピ
「
好
き
Ｉ
神
戸
」
リ
ポ
ー
タ
ー
〉

推薦者村上和子
サンテレビプロデューサー

三
Ｑ
Ｑ
①
ヨ
○
一
吊
一
の
Ｑ
の
六
○
す
①

Ｅ

ｈ

さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
人
気
上

昇
中
の
、
藤
原
み
え
さ
ん
。

私
が
担
当
す
る
、
サ
ン
テ
レ

ビ
「
好
き
ｊ
・
神
戸
」
の
番
組
リ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
現
在
活
躍

中
で
す
。

武
庫
川
女
子
大
学
短
期
大
学

在
学
中
か
ら
、
タ
レ
ン
ト
と
し

て
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
出
演
。

も
つ
か
、
旺
盛
な
好
奇
心
と
、

軽
快
な
ト
ー
ク
で
、
そ
の
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

透
明
感
の
あ
る
ガ
ラ
ス
細
工

の
よ
う
な
華
著
な
イ
メ
ー
ジ
と

は
対
照
的
に
、
う
れ
し
く
な
る

ほ
ど
伸
び
や
か
で
、
た
く
ま
し

い
内
面
。
先
日
も
、
サ
ー
パ
ス

神
戸
の
始
球
式
で
、
豪
速
球
を

投
げ
、
み
ご
と
ス
ト
ラ
イ
ク
。

観
客
席
か
ら
「
ウ
ォ
！
」
の
ど

よ
め
き
が
起
き
た
ほ
ど
。
こ
れ

か
ら
も
、
ど
ん
な
〃
意
外
性
〃

見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
飛
躍
が

楽
し
み
な
藤
原
さ
ん
で
す
。
四

ポートアイランドにて撮影／米田英男
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●小室豊允《夢対談》〃新世紀を語る〃

翫

2万坪の広がりの中、静岡ファクトリーを背にし

岩田弘三ｖｓ
(村式会社ロック・フィールド社長）

信
し
て
い
れ
ば
、
非
常
に
神
戸
ら
し
い
一
‐
ブ
ラ

ン
ド
」
が
構
築
で
き
る
。
彼
が
シ
ア
ト
ル
か
ら

ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
神
戸
も

そ
う
い
う
素
地
を
持
っ
て
い
る
訳
で
す
よ
。
か

つ
て
、
神
戸
に
い
ろ
ん
な
「
ブ
ラ
ン
ド
」
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、
今
、
低
迷
期
に
あ
る
。
「
ブ
ラ
ン

ド
」
の
デ
ザ
イ
ン
と
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
な

ん
で
す
ね
。
「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
が
ミ
ラ
ノ
の

カ
フ
ェ
バ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
こ
れ
も

売
り
が
「
ラ
ィ
フ
ス
タ
イ
と
で
す
ね
。

神
戸
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
は
、
子
供
服
や
お
菓

子
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
が
元
気
だ
っ
た
け
れ
ど
、

神
戸
が
交
通
手
段
と
し
て
船
し
か
な
か
っ
た
時

代
、
絶
対
的
な
情
報
と
し
て
は
欧
米
先
進
国
か

ら
入
っ
て
来
て
い
た
。

そ
う
い
う
も
の
が
、
パ
ン
や
洋
菓
子
や
家
具

で
あ
っ
た
り
。
神
戸
は
絶
対
的
に
有
利
な
時
代

だ
っ
た
。

憧
れ
を
、
着
せ
て
み
た
い
な
、
食
べ
て
み
た
い

岩
田
ア
メ
リ
カ
、

フ
ラ
ン
ス
も
そ
う

で
す
よ
。
神
戸
と

姉
妹
都
市
で
「
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
の

社
長
と
私
は
友
達

で
、
定
期
的
に
よ

く
恥
毒
云
う
ん
で
す
も

神
戸
か
ら
、
例

え
ば
「
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
」
の
よ
う

に
世
界
に
情
報
発

信
し
て
い
れ
ば
、

罰
世
紀
の
「
神
一
周
ブ
ラ
ン
ド
」
構
築
を

目

三
コ

■

い
ま
を
と
き
め
く
食
文
化
の
最
先
端
を
走
り

神
戸
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
ロ
ッ
ク
・
フ

ィ
ー
ル
ド
。
８
月
号
の
「
夢
対
談
」
は
、
５

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
静
岡
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
の
あ
る
浜
松
を
、
小
室
豊
允
学
長
が
訪
ね
、

建
築
家
安
藤
忠
雄
の
イ
ズ
ム
と
岩
田
弘
三
社

長
の
イ
ズ
ム
が
奏
で
る
「
田
園
工
場
交
響
詩
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

)１２路獅協大弓垂雰歩

▲白い美しい回廊が工場の玄関だ。ハーブの植樹と左手に柿の木が

一丘

鍵蕊蕊蕊

小
室
岩
田
さ
ん
が
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
を
神

戸
か
ら
食
文
化
と
し
て
発
信
さ
れ
る
時
、
何
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

岩
田
ぽ
く
は
神
戸
っ
子
と
し
て
考
え
る
こ
と

は
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
な
ん
で
す
。
神
戸
の
ブ
ラ

ン
ド
を
虹
世
紀
に
全
国
発
進
し
て
行
く
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ
る
。
「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
と
い
う
国
は
で
す
ね
、
ハ
ー
ド
の
面
で

強
い
ん
で
す
ね
。
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
ね
、
ソ

フ
ト
の
面
が
極
め
て
弱
い
。
「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い

う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
ソ
フ
ト
面
の
要
素
が

強
い
ん
で
す
ね
。

わ
れ
わ
れ
は
今
、
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
何
が
大
切

か
と
い
う
と
、
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
コ
プ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
と
色
ん
な
意
味
が
あ

る
。
基
本
的
に
例
え
ば
「
ス
タ
ー
パ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
会
社
が
シ
ア
ト
ル
に
あ
る
。

小
室
シ
ア
ト
ル
か
ら
カ
ナ
ダ
ま
で
支
配
し
て
る
ね
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



▲小室学長と岩田社長。工場の汚水は還元してハスの花やアメンボーの泳ぐ小川に

P歴

L葛儲こ‘竜

モ

味
で
何
も
か
も
便

利
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
必
ず
し
も

豊
か
で
な
い
、
不
便

さ
の
中
に
も
優
し

さ
や
豊
か
さ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か

と
言
っ
て
い
ま
す
や

今
日
見
て
い
た

だ
い
た
工
場
は
、

食
堂
へ
上
が
っ
て

行
く
階
段
が
優
し

な
と
い
う
こ
と
で
、
や
っ
て
い
け
て
た
訳
で
す
。

私
達
は
、
新
し
い
神
戸
発
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」

を
し
っ
か
り
と
情
報
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
工
場
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
ま

で
は
「
神
戸
ポ
テ
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
と
い

う
名
前
で
皿
年
や
っ
て
終
わ
っ
た
し
、
看
板
を

外
し
た
ん
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
価
値
観
が
時
代
と
共
に
変
わ
る
。
そ

れ
で
美
味
し
さ
の
価
値
観
が
、
高
級
な
三
星
の

シ
ェ
フ
が
作
る
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、

今
は
、
健
康
や
安
全
、
安
心
寄
り
の
価
値
観
を

Ⅳ
数
年
や
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
１
９
９
０
年

代
は
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
い
わ
れ
、
極
め
て

日
本
が
自
信
を
喪
失
し
た
時
代
で
し
た
。
し
か

し
、
世
の
中
に
価
格
競
争
が
吹
き
あ
れ
た
時
代

で
す
が
、
私
ど
も
は
絶
対
に
価
格
は
落
と
さ
な

か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
品
質
を
高
め
、
バ
リ

ュ
ー
を
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
の
ｎ
年
が
一
番
業

績
が
よ
か
っ
た
時
代
な
ん
で
す
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
価
値
観
が
あ

っ
て
、
環
境
問
題
に
対
し
て
、
資
源
・
ゴ
ミ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
絶
対
的
企
業
の

価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
く
る
。

神
戸
の
魚
崎
工
場
で
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
が

た
ま
た
ま
こ
こ
は
自
然
環
境
が
い
い
か
ら
、
私

ど
も
の
会
社
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
判
り

易
い
と
思
っ
た
の
で
見
て
い
た
だ
い
た
訳
で
す
。

東
京
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
工
場
）
は
、
二
子
玉
川

に
次
に
造
る
の
で
す
が
、
も
っ
と
虹
世
紀
型
の

未
来
工
場
を
造
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
ハ
ィ
タ
ッ
チ
、
ハ
イ
テ
ッ
ク
、
環

ｑ風力発電の風車が舞うグリーンの芝生と彫刻

》
』
企

／憲一

麹麺図画彦

環
境
時
代
の
静
岡
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

境
的
な
も
の
も
ク
リ
ア
し
て
、
今
、
安
藤
忠
雄

さ
ん
が
設
計
中
で
す
。

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
は
顧
客
か
ら
見
た
価
値

創
造
を
や
っ
て
来
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
今
、

「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
も
の
が
、
し
っ
か
り
反
映

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

岩
田
こ
の
静
岡
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
建
築
家
の

安
藤
忠
雄
さ
ん
の
設
計
で
す
が
、
彼
の
作
品
は

住
吉
の
長
屋
を
含
め
て
、
極
め
て
不
便
、
極
め

て
快
適
性
が
な
い
と
か
ね
、
あ
る
意
味
で
は
経

済
的
な
要
素
も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
話
題
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
６
０
年
代
に
住
宅
が
一
気
に

工
業
化
さ
れ
て
き
て
豊
か
な
生
活
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
彼
は
、
そ
う
い
う
一
元
化
さ
れ
た
も

の
が
ほ
ん
と
う
に
生
活
者
に
優
し
い
ん
だ
ろ
う

か
と
い
う
よ
う
な
問
い
か
け
の
中
で
、
あ
る
意
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霞

い
。
負
担
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
幅
は
６
ｍ

あ
り
ま
す
。
従
業
員
は
２
０
０
人
ち
ょ
っ
と
で

す
か
ら
、
そ
の
２
０
０
人
の
た
め
の
機
能
的
な

階
段
な
ら
２
ｍ
弱
あ
れ
ば
充
分
な
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
あ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
階
段
を
上
が
っ

て
自
然
の
芝
生
を
見
る
と
、
午
前
中
の
も
の
凄

い
ダ
フ
な
仕
事
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
。
そ

う
い
う
こ
と
を
含
め
て
、
工
場
の
よ
う
な
生
産

性
だ
け
を
求
め
る
機
能
の
中
で
、
果
し
て
機
能

だ
け
で
い
い
の
か
。
韮
別
中
働
い
て
い
る
時
に
、

今
日
の
昼
の
食
事
は
何
か
な
、
デ
ザ
ー
ト
は
何

か
な
と
考
え
る
。
こ
こ
の
オ
ー
ガ
ニ
ヅ
ク
・
レ

ス
ト
ラ
ン
は
一
汁
何
菜
、
デ
ザ
ー
ト
も
あ
り
、

コ
ー
ヒ
ー
も
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
が
飲
め
る
と
い
っ

た
充
実
ぶ
り
な
の
で
、
食
堂
へ
上
が
っ
て
親
し

い
仲
間
と
１
時
間
、
そ
れ
も
自
分
た
ち
の
作
っ

た
、
神
戸
コ
ロ
ッ
ケ
や
サ
ラ
ダ
を
食
べ
放
題
で

２
０
０
円
。
食
事
を
楽
し
く
お
い
し
く
食
べ
る
と

午
後
の
生
産
性
が
変
っ
て
く
る
。
絶
対
的
な
効

果
で
す
よ
。

働
く
人
た
ち
は
、
現
場
の
床
が
常
に
濡
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
る
時
は
、
瞬
間
的
に
棚

～
釦
℃
の
中
だ
し
、
荷
物
を
備
蓄
す
る
所
は
２

～
３
℃
で
す
か
ら
ね
。
そ
う
す
る
と
３
Ｋ
で
す
。

人
間
関
係
は
ギ
ス
ギ
ス
す
る
。
そ
れ
に
、
ロ
ッ

ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
地
域
で
は
全
く
無
名

の
新
興
会
社
で
、
こ
こ
に
は
ホ
ン
ダ
・
ス
ズ

キ
・
ヤ
マ
ハ
等
ず
ら
り
と
あ
っ
て
、
バ
ブ
ル
の

最
後
の
頃
で
、
人
は
集
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な
中

で
楽
し
く
豊
か
に
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
食

－Ｚ

jｒ

と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
い
い
形
で
摂
る

と
、
人
間
の
生
産
性
か
ら
気
持
ち
の
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
た
人
間
関
係
も
見
事
に
生
か
さ
れ
る
と
、

カ
ッ
プ
チ
ャ
ー
タ
ー
を
全
工
場
で
や
っ
て
き
た

の
で
す
。

今
の
世
の
中
、
Ⅳ
才
の
子
供
が
切
れ
る
切
れ

な
い
の
っ
て
、
教
育
と
か
家
庭
と
か
い
わ
れ
る

け
れ
ど
原
因
の
ひ
と
つ
は
食
生
活
で
す
。
食
品

も
戦
後
か
ら
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
い
た
る
ま
で
、

一
気
に
欧
米
化
し
、
工
業
化
し
て
き
た
こ
と
が

我
々
を
豊
か
に
し
た
の
は
事
実
で
す
。
そ
の
工

業
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
豊
か
さ
も
あ
っ
た
。

逆
に
今
の
時
代
、
少
子
化
・
高
齢
化
に
な
っ

て
き
て
、
工
業
化
を
お
客
さ
ま
は
必
要
と
し
て

い
な
い
。
け
れ
ど
メ
ー
カ
ー
側
は
工
業
化
を
否

Ｐ

岩
田
当
時
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
を
年
間
２
０

０
ト
ン
ぐ
ら
い
作
っ
て
た
。
我
々
の
技
術
に
す

る
の
に
は
大
変
で
し
た
。
世
界
中
の
サ
ー
モ
ン

エ
場
を
見
て
廻
っ
て
ね
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
の

パ
テ
を
作
っ
て
、
こ
れ
も
売
れ
た
。
伊
勢
エ
ビ

も
や
っ
て
全
部
ヒ
ッ
ト
し
た
。
５
年
前
ま
で
は

中
元
商
品
は
釦
％
に
近
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
釦

億
円
ぐ
ら
い
売
っ
て
い
ま
し
た
。

も
う
こ
れ
か
ら
は
、
お
中
元
の
時
代
で
は
な

い
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
時
代
で
す
。
会
社
と
会
社
、

会
社
の
中
の
上
下
関
係
、
ま
し
て
や
部
下
が
上

司
に
モ
ノ
を
贈
る
の
は
反
対
や
な
い
で
す
か

（
笑
）
。
貧
乏
人
が
金
持
ち
に
モ
ノ
を
贈
る
の
や

か
ら
（
笑
）
。
も
う
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

が
変
わ
る
と
思
っ
た
。
年
功
序
列
、
終
身
雇
用

は
全
部
精
算
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
が
来

る
と
い
う
前
提
の
な
か
で
、
取
引
先
に
モ
ノ
を

贈
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
よ
。
安
藤

さ
ん
は
中
元
を
受
け
取
ら
な
い
。
こ
こ
の
庭
の

柿
を
送
っ
た
ら
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
、
「
あ
な
た
と

一
緒
に
や
っ
た
工
場
の
庭
の
柿
を
収
種
し
ま
し

た
よ
」
そ
し
た
ら
「
岩
田
さ
ん
、
あ
ん
た
処
の

庭
の
柿
は
若
い
の
で
、
渋
い
」
と
書
い
て
き
た
。

（
笑
）
３
年
後
に
は
、
「
美
味
く
な
っ
た
な
あ
。

こ
れ
は
大
切
な
ギ
フ
ト
や
」
と
彼
は
言
う
ん
で

す
よ
。こ
れ
か
ら
の
食
文
化
は
、
高
級
料
亭
・
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
や
な
く
、
健
康
と
安
全
や
と
思
う
。

鮮
度
が
よ
く
な
い
と
ア
カ
ン
。
絶
対
こ
れ
か
ら

は
、
環
境
問
題
も
考
え
て
。
そ
こ
で
、
地
球
健

定
す
る
こ
と
は
、
全
く
死
に
値
す
る
訳
で
す
。

顧
客
は
何
を
求
め
て
い
る
か
が
、
今
一
番
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

安
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
今
欧
米
で
評
価
が
高

い
。
歴
史
的
に
建
築
の
持
つ
新
し
い
豊
か
さ
と

か
、
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
性
と
か
機
能
性
だ
け
で

な
い
、
建
築
の
持
つ
文
化
性
に
対
し
て
、
日
本

人
よ
り
欧
米
先
進
国
の
人
々
の
方
が
や
や
理
解

力
が
あ
る
と
思
う
。
時
代
が
変
わ
っ
て
行
く
中

で
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
感
が
モ
ー
レ
ッ
に

変
っ
て
き
て
い
る
。
と
は
い
え
、
私
た
ち
は
そ

の
こ
と
を
現
状
で
は
な
か
な
か
否
定
で
き
な

い
。
目
先
の
中
長
期
の
減
収
減
益
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
や
り
た
く
な
い
ん
で
す
よ
。

小
室
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
も
の
で
さ
え
、
商

品
を
開
発
す
れ
ば
１
２
０
０
万
台
ダ
ー
ツ
と
売

れ
る
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
好
み
の
車
を
買

い
た
い
時
代
で
、
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
掴
む
コ
ツ
は
何
で
す
か
。

ひ
と
つ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
る
、
世
界

全
体
の
も
の
の
考
え
方
が
、
開
発
一
辺
倒
か
ら

環
境
と
か
を
考
え
る
時
代
に
変
っ
て
き
た
。

岩
田
私
の
会
社
で
い
い
ま
す
と
、
朗
年
前
、
初

め
て
「
そ
う
ざ
い
」
を
や
っ
た
時
は
貧
し
い
時

代
で
す
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
級
デ
リ
カ
テ

ッ
セ
ン
を
や
ろ
う
、
そ
の
時
に
は
、
顧
客
も
そ

ん
な
ニ
ー
ズ
が
も
の
凄
く
あ
っ
た
。
憧
れ
で
し

た
よ
ね
（
笑
）
。

小
室
団
地
へ
入
居
す
る
の
も
憧
れ
だ
っ
た

（
笑
）
。

Ｎ

2４

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



,／

提？

２‘ｌ審議雛講ii繍聴慨…h…『..…。

保
育
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
」
と
ね
。

岩
田
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
年
間
の
売
上
高
の

１
％
を
福
利
厚
生
費
に
入
れ
て
い
る
会
社
が
あ

る
。
今
ね
、
う
ち
の
託
児
所
を
出
た
子
ど
も
は

絶
対
健
康
だ
と
い
う
食
事
を
作
れ
と
言
っ
て
い

る
。
朝
、
手
作
り
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ま
す
。

食
事
も
ね
。
こ
れ
が
皆
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
思

っ
て
い
た
。
採
用
の
募
集
広
告
が
こ
の
辺
り
は

い
ら
な
い
。
口
コ
ミ
で
ど
ん
ど
ん
集
ま
る
。
辞

め
な
い
。
こ
こ
で
社
員
が
モ
メ
た
こ
と
が
な
い
。

小
室
そ
れ
は
食
事
の
お
か
げ
や
ね
。

岩
田
こ
こ
で
は
工
業
的
な
も
の
は
出
す
な
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
素
材
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
と
…
。

の
ん
び
り
し
て
い
る
土
地
だ
け
れ
ど
ね
。
モ
メ

ま
せ
ん
よ
・

小
室
そ
れ
に
こ
の
広
さ
が
盤
沢
や
ね
。
な
ん
ぽ

狭
い
所
に
金
を
か
け
て
も
賛
沢
と
は
言
え
ん
。

岩
田
こ
こ
へ
来
て
３
時
間
ぐ
ら
い
居
て
、
神
戸

へ
帰
っ
た
ら
７
時
か
８
時
。
第
二
東
明
が
で
き

た
ら
、
東
京
へ
２
～
３
時
間
で
す
。

小
室
便
利
に
な
り
ま
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は

工
場
に
小
学
校
も
つ
く
っ
て
い
る
か
ら
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

い
や
－
今
日
は
清
々
し
い
静
岡
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

見
学
で
し
た
。

岩
田
ク
リ
ス
マ
ス
に
こ
こ
へ
巨
大
ツ
リ
ー
を

つ
く
っ
て
、
近
隣
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
す
。

少
子
化
時
代
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
を

見
据
え
た
工
場
つ
く
り

ノｏｒＫ“ ｑ
右
上
／
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
、
右
下
／
こ
の
昼
食
の
美
味

し
そ
う
な
こ
と
く
中
上
／
見
事
な
環
境
対
策
く
左
上
・
下
・
中
下

は
清
潔
で
機
能
的
な
工
場
で
神
戸
コ
ロ
ッ
ケ
が
次
々
と
誕
生
す
る
風
景

て
く
る
の
で
す
か
。

岩
田
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東
京
と
・
わ
が
社
の
ス

タ
ッ
フ
で
研
究
中
で
す
が
、
５
年
後
に
は
売
上
の

帥
％
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
商
品
に

な
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
、

基
本
的
に
は
食
文
化
は
、
必
ず
医
食
同
源
に
行

く
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り
の
個
人
客
の
開
発
を

徹
底
的
に
や
ろ
う
と
い
う
見
通
し
で
す
ね
。
そ

の
商
品
を
中
心
に
基
礎
開
発
を
や
ろ
う
と
い
う
。

わ
れ
わ
れ
の
会
社
が
虹
世
紀
に
向
っ
て
歩
む

中
で
、
今
日
小
室
先
生
に
見
て
い
た
だ
い
た
こ

の
静
岡
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
工
場
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
の
在
り
方
と
し
て
、
従
業
員
の
職
場
環
境
を

整
え
る
こ
と
の
意
義
が
、
一
番
判
り
易
い
現
場

な
ん
で
す
。

小
室
い
や
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
託
児
所
も

完
備
し
て
ね
。

岩
田
訓
～
如
人
し
か
預
か
れ
な
い
け
れ
ど
。
女

性
が
安
心
し
て
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
る
峨
場
環
境
と
は
、
安
心
し
て
朝
こ
こ

に
連
れ
て
来
て
、
昼
休
み
に
託
児
所
に
飛
ん
で

行
っ
て
お
っ
ぱ
い
を
や
っ
て
、
食
事
を
し
て
、

１
時
間
子
供
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

小
室
竹
村
健
一
さ
ん
が
、
加
賀
屋
の
仲
居
さ
ん

た
ち
は
サ
ー
ビ
ス
が
い
い
と
い
う
の
で
行
っ
て

み
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
保
育
所
を
作
っ
て
あ
る
ｃ

夜
で
も
働
く
で
し
ょ
う
。
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
所
が
あ
る
こ
と
は
働
き
易
い
。
私
は
こ
れ
を

全
国
に
紹
介
し
た
。
「
加
賀
屋
の
サ
ー
ビ
ス
は

'１雁＝雨〒

噌
忠

ｒ

諌
短
－
１
．
１

康
家
族
と
い
う
「
そ
う
ざ
い
」
づ
く
り
に
な
っ

た
ん
で
す
。

岩
田
私
は
ト
ヨ
タ
を
ラ
イ
バ
ル
と
言
っ
て
ま
す

（
笑
）
。
い
ろ
い
ろ
、
見
て
、
聴
い
て
ト
ョ
タ
を

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。

も
し
ト
ョ
タ
が
燃
料
電
池
の
車
を
い
ち
早
く

開
発
し
た
ら
ナ
ン
バ
ー
１
に
な
り
ま
す
よ
。
ハ

イ
プ
リ
ッ
ト
を
作
っ
た
だ
け
で
も
倍
売
れ
て
い

る
。
帥
万
円
と
高
い
の
に
倍
売
れ
る
の
は
、
顧

客
が
自
分
の
人
生
観
や
感
性
に
合
う
も
の
を
買

う
の
に
投
資
を
惜
し
ま
な
い
。
価
格
の
み
に
左

右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
環
境
問
題
に
対
し
て
、

「
私
は
地
球
人
や
」
と
い
う
意
識
の
高
い
人
も

い
る
ん
で
す
よ
。
東
京
で
今
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
が
一
番
受
難
の
時
代
な
ん
で
す
。
昔
は
プ

ル
ー
ワ
ー
カ
ー
が
き
び
し
い
時
代
が
あ
っ
た
け

れ
ど
、
今
は
そ
う
で
も
な
い
。
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
は
、
リ
ス
ト
ラ
は
あ
る
、
蓄
財
は
で
き
な

い
。
そ
れ
で
三
菱
地
所
・
森
ビ
ル
・
住
友
不
動

産
の
オ
フ
ィ
ス
の
朝
食
・
昼
食
を
中
心
と
し

て
、
お
そ
う
ざ
い
店
舗
を
増
や
し
て
る
ん
で
す
。

こ
れ
は
「
サ
ラ
ダ
バ
ッ
グ
」
な
ん
で
す
が
…
。

小
室
丸
の
内
や
有
楽
町
、
日
比
谷
と
か
…
。

岩
田
そ
う
。
要
す
る
に
顧
客
の
求
め
る
こ
と
を

や
ろ
う
と
い
う
訳
で
す
。
お
客
さ
ん
が
求
め
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

小
室
そ
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
出
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陰喜鯛藤の技術
、寄神建設株式会社

Ｉ
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蕊
二面U躯mmE琴亜室

罰
世
紀
を
前
に
し
た
今
年
８
月
５
日
に
設
立
印
周
年
を
迎
え
た

寄
神
建
設
株
式
会
社
。
戦
後
間
も
な
い
神
戸
の
地
で
わ
ず
か
幅

名
で
創
業
し
、
以
来
半
世
紀
に
わ
た
り
常
に
海
と
い
う
舞
台
で

〃
み
な
と
神
戸
〃
の
新
風
景
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
。
い
ま
、
神

戸
か
ら
世
界
へ
１
．
最
先
端
の
海
の
技
術
（
メ
ガ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

で
新
た
な
四
世
紀
の
都
市
つ
く
り
に
挑
む
同
社
を
取
材
し
た
．

参署

二量

騨宴'ｊﾘァ
リ

＃＃
。■

雲 識

Ⅲ鐘
』

一

麺

ポートアイランド埋立ての際､一度に1000m･もの土砂を稲んだ±運船を押す｢第創業当時の第２号記軍樫船（1950年頃）
８神海丸』（1966年頃）

竜

1９５０

本社1階にて創業者である寄神美好会長と寄神茂之社長､寄神正文副社長(写真左より)。３人でのお写真は数10年ぶりとのこと

、

「
ほ
ら
、
あ
そ
こ
に
見
え
る
船
が
こ
れ
か
ら
の

の
埋
立
て
に
向
け
て
海
底
の
地
盤
を
改
良
す
る

作
業
を
し
て
る
ん
で
す
」
。
眼
下
に
広
が
る
ポ

ー
ァ
イ
Ⅱ
期
の
緑
地
の
向
こ
う
、
赤
と
白
の
縞

の
タ
ワ
ー
を
立
て
た
サ
ン
ド
ド
レ
ン
船
が
Ⅲ
数

隻
浮
か
ん
で
い
る
。
昨
年
秋
に
着
工
し
た
神
戸

空
港
建
設
の
様
子
を
指
差
し
な
が
ら
寄
神
茂
之

社
長
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

記
念
す
べ
き
２
０
０
０
年
に
設
立
印
周
年
を

迎
え
た
喜
び
を
「
ま
さ
に
港
と
と
も
に
生
き
て

き
た
訓
年
。
神
戸
に
大
き
く
し
て
も
ら
っ
た
会

社
で
す
」
と
社
長
は
表
現
す
る
。
そ
の
横
で
副

社
長
の
寄
神
正
文
さ
ん
が
「
印
年
た
っ
て
よ
う

や
く
神
戸
で
〃
よ
り
が
み
さ
ん
〃
と
正
し
く
呼

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
」
と
笑

う
。
巨
大
な
船
を
操
り
海
と
陸
の
間
に
新
し
い

街
を
生
み
出
す
。
神
戸
の
街
の
基
盤
を
つ
く
り

続
け
て
き
た
寄
神
建
設
の
半
世
紀
の
歴
史
を
聞

き
な
が
ら
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
や
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

…
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
神
戸
の
最
も
神

戸
ら
し
い
風
景
の
ほ
と
ん
ど
に
挽
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
の
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
寂
し

い
で
す
ね
と
聞
く
と
、
副
社
長
は
「
地
味
な
仕

事
で
す
が
、
私
た
ち
に
は
地
元
神
戸
に
貢
献
し

て
き
た
誇
り
が
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
。

最
近
で
は
関
西
国
際
空
港
や
明
石
海
峡
大

橋
、
瀬
戸
大
橋
、
し
ま
な
み
海
道
と
い
っ
た
橋

梁
工
事
や
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
な
ど
の
道
路

整
備
、
河
川
改
修
、
ト
ン
ネ
ル
エ
事
、
ダ
ム
建

設
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
な
ど
も
手
掛
け

て
い
る
。
そ
の
巨
大
な
建
造
物
を
つ
く
る
全
て

に
寄
神
建
設
の
作
業
船
団
や
技
術
が
必
要
と
さ

れ
る
。
水
深
別
メ
ー
ト
ル
の
海
底
を
固
め
る
地

ノ
ノ
ノ

一室＝

ル

、
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2000

盤
改
良
船
、
甲
子
園
球
場
の
加
倍
を
埋
立
て
る

大
量
の
土
砂
を
運
ぶ
土
運
船
、
巨
大
な
ク
レ
ー

ン
で
４
０
０
０
ト
ン
・
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
橋

を
吊
り
上
げ
て
ミ
リ
の
精
度
で
架
け
る
起
重
機

船
…
。
巨
大
で
い
て
精
妙
な
工
法
。
こ
れ
ら
の

技
術
は
メ
ガ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
よ
ば
れ
、
現
在
、

神
戸
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
全
国
、

世
界
の
新
し
い
港
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
船
の
ほ
と
ん
ど

は
、
創
業
者
で
あ
る
寄
神
美
好
会
長
の
ア
イ
デ

ア
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

１
９
２
０
年
淡
路
島
に
生
ま
れ
た
美
好
会
長

は
大
工
か
ら
潜
水
夫
へ
転
身
し
、
戦
後
沈
没
船

の
引
き
上
げ
や
そ
れ
ら
の
解
体
作
業
に
命
を
か

け
て
き
た
。
１
９
４
９
年
、
総
勢
巧
名
で
寄
神

海
事
工
業
所
を
つ
く
り
、
翌
年
に
法
人
化
し
た
。

そ
の
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
沈
ん
だ
船
を
引
き

上
げ
る
の
に
仕
立
て
た
起
重
機
船
が
現
在
日
本

最
大
を
誇
る
「
海
測
」
へ
の
出
発
点
で
あ
っ
た

と
言
う
。
天
性
の
カ
ン
で
気
運
を
読
む
力
と
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
カ
で
世
界
の
海
洋
土
木
の
分
野

に
最
先
端
の
技
術
を
提
案
し
続
け
て
き
た
人

だ
。
震
災
の
半
年
前
、
茂
之
さ
ん
へ
と
社
長
業

が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。
「
復
興
工
事
や
下

水
道
の
復
旧
と
走
り
回
っ
て
最
近
や
っ
と
落
ち

着
い
て
き
ま
し
た
」
と
笑
う
。
趣
味
は
パ
ソ
コ

ン
の
組
み
立
て
、
さ
ら
に
は
ソ
フ
ト
ま
で
制
作

す
る
と
い
う
頭
脳
派
だ
。

現
在
、
関
西
国
際
空
港
第
２
期
工
事
、
さ
ら

に
は
震
災
か
ら
Ⅲ
年
め
の
２
０
０
５
年
の
神
戸

空
港
開
港
に
む
け
て
、
寄
神
建
設
の
最
先
端
海

洋
技
術
は
空
へ
と
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
。

■
寄
神
建
設
株
式
会
社

神
戸
市
兵
庫
区
七
宮
町
２
丁
目
１
番
１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
畢
６
８
１
．
３
１
２
０

神戸港に停泊中の日本最大の起重機船「海翻」（4100ｔ)。甲子園球場の超満員の
観客を丸ごと持ち上げるほどの力持ち

－Ｊ

聯聯

神戸空港建設中のポーアイⅡ期沖を眺める社長と副社長（神戸キメックセンタービル展望室にて）神戸空港建設中のポーアイⅡ期沖を眺める社長と副社長（神戸キメックセンタービル展望室にて）

2000年７月末に南港にオープンした「なにわの海の時空館｣の建設作業風景。

ガラス張りのドームを海からクレーンで吊りあげて慎重に設置する(1999年竣工）
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こ
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こ
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ら
の
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ど
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創
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で
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る
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神
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好
会
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の
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だ
と
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に
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、
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巧
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で
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工
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を
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く
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、
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で
沈
ん
だ
船
を
引
き

上
げ
る
の
に
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在
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2000年７月末に南港にオープンした「なにわの海の時空館｣の建設作業風景。
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